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と
、
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
工
事
よ
り
路
盤
工
事
の
責
任
者
に
な
り
、
木
村
小

隊
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
穴
掘
り
の
後
は
発
破
を
仕
掛

け
路
盤
へ
運
び
線
路
工
事
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
工
事

は
大
変
き
つ
い
仕
事
で
し
た
が
、
皆
様
の
お
骨
折
り
で
線

路
は
完
成
し
ま
し
た
。
機
関
車
が
入
っ
て
石
炭
を
運
ん
で

き
て
降
ろ
し
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
昼
間
だ
け
な
ら

良
い
の
で
す
が
夜
昼
を
問
わ
ず
入
庫
し
て
来
る
の
で
隊
員

が
非
常
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ロ
シ
ア
側
の
監
督
と

相
談
し
て
二
交
代
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
明
け
て
も
暮

れ
て
も
石
炭
と
の
戦
争
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命

働
い
た
お
陰
で
分
所
一
番
の
ハ
ラ
シ
ョ
ウ
・
ラ
ボ
ー
タ
と

な
り
、
い
つ
も
上
位
で
過
ご
し
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
皆
様

方
に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。昭

和
二
十
三
年
十
一
月
、
山
澄
丸
に
て
舞
鶴
港
に
無
事

上
陸
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
思
い
出

東
京
都

山

田

義

秋

一
、
終
戦
時
、
収
容
所
名
、
そ
の
他

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
徴
集
（
旧
北
朝
鮮
七
六
、

入
隊
）

二
十
年
八
月
十
五
日
師
団
司
令
部
付
近
（
図ト
モン

）
で
終

戦
の
た
め
陣
地
構
築
を
中
止
、
下
山
し
て
旧
ソ
連
軍
に
よ

り
武
装
の
解
除
を
受
け
部
隊
ご
と
に
徒
歩
で
長
い
道
の
り

を
歩
き
続
け
、
ト
ラ
ッ
ク
で
奥
地
に
輸
送
さ
れ
た
。
着
い

た
所
で
三
〇
四
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
当
時
の
隊
長
は

吉
岡
中
尉
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
作
業
の
種
別
は
伐
採

（
モ
ミ
の
木
）
で
二
人
一
組
で
、
き
つ
い
ノ
ル
マ
で
重
労

働
の
日
々
の
た
め
、
多
数
の
戦
友
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

収
容
所
単
位
は
千
人
単
位
で
約
四
百
人
の
戦
友
が
亡
く

な
っ
た
（
約
一
年
く
ら
い
で
）。（
別
の
収
容
所
で
恐
怖
の
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三
〇
四
と
呼
ば
れ
た
）

二
、
収
容
所
と
主
な
作
業
内
容

三
〇
四
収
容
所
で
連
日
伐
採
の
最
中
、
片
山
隊
長
よ
り

三
〇
一
で
縫
製
工
経
験
者
の
募
集
の
話
が
あ
り
ま
し
て
、

私
を
含
め
三
人
が
応
募
し
三
〇
一
収
容
所
に
異
動
し
ま
し

た
。
当
時
、
収
容
所
で
は
鈴
木
副
官
、
岡
村
さ
ん
、
木
下

さ
ん
（
故
人
）、
飯
島
さ
ん
（
故
人
）
の
方
々
が
活
躍
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
縫
製
工
の
責
任
者
は
岩
本
さ
ん
で

し
た
。
作
業
中
胸
を
打
ち
、
怪
我
で
医
務
室
で
診
断
の
結

果
三
〇
二
の
病
院
に
入
院
し
た
。
当
時
の
医
務
室
は
野
村

先
生
（
故
人
）、
衛
生
係
石
川
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
約
十
日
間
く
ら
い
で
退
院
し
、
三
〇
一
の
収
容
所

の
人
々
と
貨
車
で
奥
地
に
送
ら
れ
、
着
い
た
所
が
十
八
地

区
ラ
イ
チ
ハ
第
十
九
分
所
で
、
ま
た
縫
製
工
の
経
験
者
で

呼
び
出
し
を
受
け
十
五
人
の
修
理
工
場
の
責
任
者
を
命
ぜ

ら
れ
た
。
当
時
戦
前
の
人
気
歌
手
の
青
木
光
一
さ
ん
が
作

業
者
の
た
め
に
歌
で
慰
問
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

三
、
収
容
所
か
ら
ダ
モ
イ
、
日
本
上
陸
ま
で
の
概
況

十
九
地
区
収
容
所
で
縫
製
作
業
の
日
々
の
真
夜
中
、
突

然
旧
関
東
軍
戦
犯
（
ソ
連
側
の
言
う
）
の
方
々
と
の
交
代

と
い
わ
れ
、
速
や
か
に
ダ
モ
イ
の
準
備
が
始
ま
り
全
員
貨

車
に
乗
り
、
今
度
こ
そ
本
当
に
日
本
に
ダ
モ
イ
と
思
い
ナ

ホ
ト
カ
に
着
い
た
。
や
れ
や
れ
と
思
っ
た
と
こ
ろ
急
に
日

本
か
ら
引
揚
船
が
来
な
い
と
言
わ
れ
、
十
日
く
ら
い
道
路

作
業
や
ら
さ
れ
、
完
了
次
第
速
や
か
に
ナ
ホ
ト
カ
港
よ
り

英
彦
丸
で
昭
和
二
十
四
年
九
月
無
事
舞
鶴
上
陸
し
た
。
五

日
間
く
ら
い
で
検
査
が
済
み
、
一
般
の
方
と
別
に
隔
離
さ

れ
、
復
員
列
車
で
北
陸
線
で
四
年
ぶ
り
郷
里
谷
浜
駅
で
家

族
親
戚
の
出
迎
え
を
受
け
、
無
事
に
帰
還
。
祖
国
の
地
を

第
一
歩
し
、
忘
れ
な
い
良
き
日
で
あ
り
ま
し
た
。

帰
国
。
昭
和
二
十
四
年
九
月
無
事
帰
国
で
き
た
こ
と
は

各
（
三
〇
一
、
三
〇
四
、
ラ
イ
チ
ハ
第
十
九
分
所
）
収
容

所
内
で
の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

追
記
・
昭
和
二
十
四
年
九
月
、
十
九
収
容
で
ダ
モ
イ
全

員
で
ナ
ホ
ト
カ
に
向
か
う
当
時
を
思
い
出
す
と
前
項
の
歌

手
青
木
光
一
さ
ん
と
同
一
船
（
英
彦
丸
）
で
あ
っ
た
こ
と
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が
思
い
出
さ
れ
る
。

シ
ベ
リ
ア
回
顧
録

東
京
都

北

見

輝

夫

一
、
終
戦
時
、
収
容
所
名
、
そ
の
他

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
一
月
新
発
田
十
六
連
隊
入

隊
、
一
週
間
後
、
北
朝
鮮
会
寧
三
部
隊
川
口
隊
、
第
二
重

機
関
銃
。
中
根
小
隊
配
属
、
会
寧
飛
行
場
（
飛
行
機
は
ほ

と
ん
ど
木
製
）
防
空
、
付
近
の
学
校
屋
上
勤
務
、
ソ
連
参

戦
で
陣
地
構
築
、
部
隊
復
帰
。
終
戦
、
工
兵
隊
自
爆
陣
地

構
築
で
派
遣
さ
れ
た
工
兵
隊
の
伍
長
が
言
っ
て
い
た
。

兵
器
集
結
「
図

」。
部
隊
集
結
の
た
め
図

｜
延
吉

ま
で
行
軍
、
お
腹
を
壊
し
、
ふ
ら
ふ
ら
歩
き
落
伍
す
る
人

た
ち
を
、
カ
ン
ボ
ー
イ
が
銃
で
小
突
く
。
途
中
唯
一
の
楽

し
み
は
、
歩
き
な
が
ら
煙
草
の
葉
を
取
り
、
飯

の
中
蓋

に
塩
漬
け
に
し
て
葉
巻
煙
草
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
古

年
兵
が
教
え
て
く
れ
た
。

延
吉
｜
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
ま
で
貨
車
、
こ
こ
か
ら
エ
バ

ロ
ン
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
、
着
い
た
所
が
三
年
半
も
住
む
こ
と

に
な
っ
た
、
三
〇
一
収
容
所
。

二
、
収
容
所
と
主
な
作
業
内
容

三
〇
一
収
容
所
、
伐
採
、
土
木
、
文
化
サ
ー
ク
ル
。

伐
採
、
特
に
寒
中
は
事
故
が
多
く
、
隣
の
三
一
〇
で
は

半
数
以
上
が
事
故
で
、
オ
カ
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
丸
太
切

（
二
人
鋸
）、
斉
藤
鶴
松
君
（
没
）
と
気
が
合
っ
て
よ
く

や
っ
た
。

土
木
、
穴
掘
り
、
こ
れ
が
難
し
く
、
や
る
と
ス
リ
鉢
底

に
な
っ
て
ノ
ル
マ
な
ら
ず
。
修
正
し
て
く
れ
た
の
が
石
塚

一
正
君
（
佐
渡
郡
金
井
町
、
竹
馬
の
友
同
級
生
）、
現
在

も
農
業
で
頑
張
っ
て
い
る
。
彼
に
は
今
で
も
感
謝
し
て
い

る
。大

工
、
こ
れ
は
好
き
だ
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
。
エ
バ

ロ
ン
駅
舎
、
建
築
の
時
、
藤
野
一
正
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
）、

星
野
菊
太
郎
（
宮
大
工
）
両
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
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